
















　　　親友とのティータイム







　ベルトラム王国領の上空で。セリアがクレール伯爵領の実家から、ガルアーク王国に向けて魔道船で帰還している最中のことだ。

　セリアは護衛として同行してくれていたアリアと共に、魔道船の一室にいた。二人で室内のソファに腰を下ろし、向かい合っている。

「頃合いですね。どうぞ」

　アリアはポットに入ったお茶をカップに注ぎ、セリアに差し出した。

「ありがとう。良い香りね」

　セリアはカップの取っ手を右手で摘まみ持ち上げると、深く息を吸い込んで茶の香りを堪能した。そしてカップを傾け、綺麗な姿勢でお茶を口に入れると──、

「美味しい。流石だわ」

　幸せそうに頬をほころばせて、感想を口にした。

「ありがとうございます。お茶好きな貴方を唸らせることができたのなら、自信が持てますね」

　アリアは自分のカップにもお茶を注ぎながら、嬉しそうに口許を細めた。

「私なんかを唸らせなくても、リーゼロッテさんを日々唸らせているでしょ」

　セリアはちょっと照れ臭そうに頬を緩める。

「確かに、主も貴方に負けず劣らずのお茶好きであることは間違いありません。また貴方とゆっくりお茶を飲みたいと、仰っていましたよ」

「そうなの？　嬉しいわ」

「ぜひ、またつき合ってあげてください」

「もちろん」

　セリアは嬉しそうに頷き、再びカップのお茶を口に含む。

「………………」

　アリアも静かにお茶を飲み始めた。それから、二人は旅の疲れを労うようにぼうっとして、しばしお茶を堪能する。会話がない時間が生まれるが、決して沈黙が苦ではない。穏やかな時間が流れた。

「幸せねえ」

「ええ」

　交わした言葉と言えば、そのくらいだったが──、

「ふふ」

　セリアが何の前触れもなく、ふと嬉しそうに微笑みだした。

「どうしたんですか？」

　アリアが不思議に思って尋ねる。

「ううん。こうして貴方と二人だけの時間を過ごしていると、学院にいた頃に戻ったみたいだなって思って。嬉しくなったの」

「なるほど。確かにそうですね」

「あの頃は二人で一緒に勉強したりもしたわよねえ」

　セリアは当時を思い出しているのか、遠い目でしみじみと語った。

「ですね。もう十二、三年も前のことだと思うのがいささか信じられませんが」

「ええっ？　でも、そっか。もうそんなに経つのか」

「年が変わればまた歳を重ねると思うと、嫌なものです」

　アリアは嘆かわしそうに溜息をつく。

「そう？　でも、アリアはとても綺麗になったわよ。昔もそうだったけど、今はもっと綺麗になった」

　セリアはおかしそうに笑いを滲ませてアリアを褒め称える。

「褒めても何も出ませんよ」

「構わないわ。褒めたくて褒めているんだもの」

　セリアはにこにこと、本心からそう言う。

「そうですか。そういう貴方は……、昔と変わっていないのかもしれませんね」

　アリアは少しだけ照れくさそうにはにかむと、セリアのことをじっと観察して、そう言った。

「ええ！？　そんなことないはずだわ！　変わっているでしょ！？　じゅ、十二歳くらいまでは身長も伸びていたもん！」

　セリアは慌てて立ち上がり、当時の自分の身長はこのくらいだったはずだと手で高さを示す。

「さて、どうでしょうかね。いずれにせよ、今の貴方も昔の貴方も、とても可愛らしいですよ。見た目だけでなく、中身も含めて」

　アリアは目の前に座るセリアと昔のセリアを重ね合わせているのか、とても柔らかな目でそう語ったのだった。
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